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「
公
子
ホ
ム
ブ
ル
ク
」（
ク
ラ
イ
ス
ト
）  

十
七
世
紀
後
半
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
母
胎
と
な
る
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
國
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
戰
ひ
合

つ
て
ゐ
た
頃
の
話
で
あ
る
。
選
帝
候
の
甥
の
公
子
ホ
ム
ブ
ル
ク
は
勇
猛
な
騎
兵
隊
司
令
官
で
あ
る
一
方
、
夢
想

家
の
靑
年
で
も
あ
つ
た
。
或
時
、
戰
鬪
の
後
、
彼
は
木
陰
で
休
ん
で
ゐ
て
夢
を
見
る
。
彼
が
父
と
も
慕
ふ
選
帝

侯
に
武
勲
を
褒
め
ら
れ
、
選
帝
侯
の
姪
の
美
し
い
公
女
ナ
タ
ー
リ
エ
に
⺼
桂
冠
を
被
せ
て
貰
ふ
夢
で
あ
る
。
爾

來
、
こ
の
甘
い
夢
が
心
か
ら
離
れ
ず
、
選
帝
侯
か
ら
重
要
な
命
令
が
下
さ
れ
た
時
も
心
は
上
の
空
だ
つ
た
が
、

そ
の
命
令
と
は
、
情
況
を
誤
認
し
て
時
朞
尙
早
の
突
擊
を
行
は
ぬ
樣
、
突
擊
の
時
機
は
司
令
部
よ
り
派
遣
す
る

將
校
が
公
子
に
傳
へ
る
の
で
、
決
し
て
自
ら
の
判
斷
で
突
擊
し
て
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ
も
の
で
あ
つ
た
。

然
る
に
、
戰
鬪
と
な
る
や
、
血
氣
に
逸
る
ホ
ム
ブ
ル
ク
は
部
下
の
制
止
に
耳
を
貸
さ
ず
、
軍
の
命
令
よ
り
も

己
が
「
心
の
命
令
」
に
從
は
う
と
す
る
。
し
か
も
選
帝
侯
が
礮
火
の
中
乘
馬
も
ろ
と
も
土
𤇆
の
中
に
倒
れ
る
光

景
を
見
て
、「
怒
り
と
復
讐
の
念
に
驅
ら
れ
、
さ
な
が
ら
暴
れ
熊
」
の
樣
に
な
つ
て
敵
の
堡
塁
に
突
擊
し
、
味
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方
に
大
勝
利
を
齎
し
た
の
で
あ
つ
た
。

ホ
ム
ブ
ル
ク
が
選
帝
侯
の
死
を
嘆
き
悲
し
ん
で
ゐ
る
と
、
選
帝
侯
の
馬
に
乘
つ
て
ゐ
た
の
は
別
人
で
、
選
帝

侯
は
無
事
だ
つ
た
事
が
判
朙
す
る
。
皆
は
大
喜
び
す
る
。
だ
が
、
選
帝
侯
は
命
令
を
待
た
ず
に
突
擊
し
た
ホ
ム

ブ
ル
ク
の
軍
律
違
反
に
激
怒
し
て
云
ふ
。「
偶
然
の
手
の
仲
立
ち
」
に
よ
る
勝
利
、「
偶
然
の
む
す
こ
」
で
し
か

な
い
勝
利
な
ん
ぞ
欲
し
く
は
な
い
。
今
後
、
こ
の
身
は
何
度
も
戰
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ
れ
ば
こ
そ
軍
律
の
嚴
守

を
望
む
。
そ
れ
こ
そ
が
「
母
と
し
て
、
次
々
に
勝
利
を
生
ん
で
く
れ
る
力
」
だ
か
ら
だ
。
選
帝
侯
は
軍
法
會
議

の
開
催
を
要
求
し
、
ホ
ム
ブ
ル
ク
へ
の
死
刑
判
決
を
承
認
す
る
。

ホ
ム
ブ
ル
ク
は
死
の
恐
怖
に
震
へ
上
り
、「
墓
穴
が
口
を
開
い
て
」
自
分
を
待
受
け
て
ゐ
る
と
い
ふ
想
念
に

取
憑
か
れ
、「
命
が
助
か
り
た
い
」
と
て
取
亂
し
、
見
る
も
無
殘
な
爲
體
を
ナ
タ
ー
リ
エ
の
歬
で
曝
け
出
す
。

ナ
タ
ー
リ
エ
は
選
帝
侯
の
許
に
助
命
嘆
願
に
赴
い
て
叫
ぶ
、「
あ
あ
、
人
間
の
偉
大
さ
、
人
間
の
名
譽
と
は
、

い
つ
た
い
何
な
の
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
！
」

選
帝
侯
は
ホ
ム
ブ
ル
ク
が
判
決
の
意
味
を
男
ら
し
く
了
解
し
得
る
人
物
と
信
じ
て
ゐ
た
か
ら
、
驚
い
て
ホ
ム

ブ
ル
ク
に
手
紙
を
書
く
。
自
分
の
「
處
置
を
不
當
と
考
へ
」
る
な
ら
、
そ
の
旨
通
吿
さ
れ
た
い
。
さ
す
れ
ば
直

ち
に
助
命
の
措
置
を
執
ら
う
。
ホ
ム
ブ
ル
ク
は
「
最
後
の
決
定
」
を
自
分
に
委
ね
て
く
れ
た
選
帝
侯
の
深
い
信
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賴
に
心
打
た
れ
、「
氣
高
い
態
度
」
を
示
す
方
に
「
卑
劣
な
人
間
」
と
し
て
答
へ
る
譯
に
は
行
か
ぬ
と
て
、
判

決
に
服
す
る
決
心
を
す
る
。
ホ
ム
ブ
ル
ク
の
態
度
に
選
帝
侯
は
喜
ん
で
、
彼
に
も
う
一
度
戰
鬪
の
指
揮
を
委
ね

る
事
に
す
る
の
で
あ
つ
た
。

近
代
ド
イ
ツ
文
學
を
代
表
す
る
一
人
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
ト
の
最
後
の
作
品
で
あ
る
。

ク
ラ
イ
ス
ト
は
若
い
頃
か
ら
「
外
界
の
偶
然
に
左
右
さ
れ
な
い
確
固
た
る
幸
福
を
自
己
の
內
面
に
求
め
よ
う
と

す
る
靑
年
」
だ
つ
た
と
或
る
學
者
が
書
い
て
ゐ
る
。
し
て
み
れ
ば
、「
偶
然
の
む
す
こ
」
で
し
か
な
い
勝
利
を

嚴
し
く
斥
け
る
選
帝
侯
の
言
葉
は
、
ク
ラ
イ
ス
ト
の
生
涯
の
理
想
の
反
映
と
も
看
做
せ
よ
う
。
一
方
、
ホ
ム
ブ

ル
ク
は
「
外
界
の
偶
然
に
左
右
さ
れ
」
て
激
し
く
動
搖
す
る
男
で
あ
る
。
戰
場
で
「
暴
れ
熊
」
に
な
つ
た
時
も

さ
う
だ
し
、
死
の
恐
怖
に
惑
亂
す
る
樣
に
な
る
の
も
、
通
り
す
が
り
に
偶
然
「
墓
穴
」
を
見
た
事
に
起
因
す

る
。
そ
し
て
、
ペ
ン
テ
シ
レ
イ
ア
に
せ
よ
、
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
コ
ー
ル
ハ
ー
ス
に
せ
よ
、
激
情
に
突
き
動
か
さ
れ

て
破
滅
す
る
ク
ラ
イ
ス
ト
の
主
人
公
は
多
い
の
で
あ
る
。「
心
の
命
令
」
な
ん
ぞ
と
い
ふ
も
の
が
如
何
に
危
ふ

い
も
の
か
、
彼
は
痛
感
し
て
ゐ
た
に
相
違
な
い
。
こ
の
作
品
を
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン
ド
で
終
ら
せ
た
ク
ラ
イ
ス
ト

の
意
圖
は
さ
て
措
き
、
作
品
を
完
成
し
た
一
八
一
一
年
、
彼
は
自
殺
で
三
十
四
年
の
生
涯
を
閉
ぢ
て
ゐ
る
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
　
　（
羽
嶋
重
雄
譯
、「
ク
ラ
イ
ス
ト
名
作
集
」、
白
水
社
）


